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「秋の夜長」と言いますが、最近、夜中にお腹が減り、目が覚めることがあります。「まだ2時

か。介助者が来るまで5時間あるな」と、少々ひもじい思いをしています（笑）。そこで、枕もと

になにか食料を忍ばせておこうかと考え始めました。チーズ、菓子パン、しゅうまい…。介助者が

いなくても、たべられる食べ物を探しています。おススメがあれば是非教えてください。「まぁ、

食欲があるということは健康ということなのかな」と自分の中で前向きに捉えています。 

さて、企画やイベントが盛りだくさんだった夏と秋が終わろうとしています。だんないでは、コ

ロナ前に近い活動状況に戻り、ありがたいことに活動に明け暮れる毎日を送っています。「子ども

まんなか企画 2023」という計画も、すべて滞りなく開催することができました。ブログの更新も

活動が多すぎて、なかなか追いつかないこともあります。皆様からは、「美濃部の投稿は長すぎる」

という声をいただくこともありますが…（笑） 

それでも、書き残すことは大切だという思いから、できる限りブログ更新という形で「書き残

す」ということを意識的に取り組んでいます。こうすることで、ひとりよがりの活動に終わらず、
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だんないとして取り組んでいる意識を、他のメンバーに共有できればと思っています。 

また、以前よりも「書き残す」ようになった理由として、周囲の方々に、私たちが何を目指し、

どのような取り組みを行っているのかということを、もっと伝えなければという思いもあります。

未だに、「だんないはデイサービスで障害者を預かっているところ」と誤解されているご近所さん

もおられます。設立当初には、「ここは喫茶店ですか？」と訪ねてこられた方がいたことも思い出

されます。そのようなご近所さんに対して理解を進めたいという思いもありますが、「障害者は、

ほどこしの対象」という地域や社会の固定観念を突き崩していきたくて、ブログの更新に力を入

れるようになりました。 

どんなに充実した活動をしていても、それが地域や社会に広まっていかなければ、CＩLの活動

としてあまり意味がありません。「誰もが生きやすい社会をつくっていこう」とうたっているので

あれば、そのような地域になるように絶えず発信していく姿勢が求められるのだと思います。 

そしてもうひとつ、私の中で「書き残す」ことに大きな意義があると思うポイントがあります。

それは、自分の考えや感情が整理できることです。活動に明け暮れる日々が続くと、「何のために

やっているのか」など活動本来の目的が失われがちになってしまいます。いつのまにか、「活動を

こなすための活動」というように、目的が本末転倒になってしまう時がよくあります。そのような

ときに、一つ一つの活動についてしっかりと振り返り、自分がどう感じたのかを書き残すことが

大事だと思います。こうすることで、自分の中でかみしめ、次への展開に積み上げていける気がし

ます。 

ブログに書き残すことは、あまり得意ではありません。しかし、「メンバー同士での共有」、「地

域社会にある固定観念の突き崩し」、「次の展開への積み上げ」という３つの大きな意義があると

考えています。このようなポイントを意識しながら、今後も企画やイベントのブログを書き残し

ていきたいと思います。 

さて、ここ最近、「美濃部の休日」という日を設定し、完全フリーの一日を入れるようにしてい

ます。街ブラをしたり、アパートでゴロゴロしたり、リフレッシュしています。そろそろ紅葉シー

ズン。京都にでも行こっかな… 

 

美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 
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地元のイベント「長浜大園遊会」に参加して 

マルチスイッチ 木村 寛子（きむら ひろこ）  

2023年 10月14日（土）長浜大園遊会が開催され、車椅子ユーザーも大勢で参加させていただきまし

た。初めての参加は４年前。コロナ禍でもあり、当時は「きものDE長浜」というイベントで、期間中に

自由に参加する催しに２人で参加させていただきました。 

その時もお天気にも恵まれ、また、地元の方々の優しさに包まれた記憶があります。 

そして今年も、この催しに自立支援協議会 権利擁護・虐待防止班ソーシャルアクションの一環で、ウ

ォーキングイベントを兼ねた啓発活動として、車椅子ユーザー７名、ソーシャルアクションのメンバー５

名で参加しました。その他にも当日のスタッフとして、大勢の方にご協力いただき、なんともにぎやかで

艶やかな一日となりました。 

着物の制作にもお世話になった、きものサロン創夢の方にご協力いただいて、さざなみタウンで着付け

をしていただきました。昨年もご協力いただいたメイクアップさんにも来ていただき、メイクアップ、ヘ

アメイクもしていただいて、皆さんキラッキラッの笑顔を見せて下さいました。 

そこから自由に街を練り歩き昼食を済ませ、えきまちテラスに集合。写真撮影を行って、抽選会場の大

通寺までウォーキングを行いました。 

道ゆく人が振り返り声をかけてくださいます。「素敵」「似合うわぁ」「いいね！」と。 

参加者もスタッフもみんな笑顔で返します。そして、大通寺にて抽選会に参加。開催前にお願いしていた

こともあって、砂利の一部を車椅子が通れるよう工夫をしていてくださいました。みんな、息をのんで抽

選を見守っていました。大物商品は逃したものの、素敵な商品をたくさんｇｅｔされていましたよ���� 

今回で４度目となる長浜大園遊会への参加。毎回お天気にも恵まれ、人にも恵まれ、地元の暖かさにも

恵まれ、なんかみんな持ってるな～と感じずにはいられません。 

「みんな、晴れ男ＤＥ晴れ女」これは、毎回参加してくださる参加者の方の言葉です。 

そして、今回のイベントで最も強く感じたのは、楽しむ事の強さです。参加者の皆さんからの楽しむ声

はもちろん、協力してくださったスタッフの方からも、「楽しいイベントに参加させていただいて、ありが

とう」という言葉をたくさんいただきました。これは、予想もしなかった言葉ですが、大変嬉しかったで

す。と共に、「楽しむ」ということは、とても力強く魅力的なことなのだと感じました。みんなが心から活

き活きと楽しんでいる姿で、地元のイベントに参加することは、なによりの啓発になったに違いありませ

寄稿 
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ん。 

参加してくださった当事者の皆さんをはじめ、ご協力していただいたスタッフの皆さん、 

あたたかく迎えてくださ

った地元の皆さん、本当

にありがとうございまし

た。 

このような活動を一つ一

つ積み重ねることで、共

に暮らす楽しさをみんな

で実感出来たらいいなぁ

と思いました。 
 
 

 

 

滋賀県ピープルファーストあつまろう会 最近の活動報告 

前田 貴行（まえだ たかゆき） 

今年は大阪でピープルファースト大会がありました。 

大会 1日目は全体会で、海外ゲストの話と質疑応答があり1日目

は終了後、交流会があり2日目に分科会がありました。  

今回は交流会と 2日目は事務所の予定で参加できませんでした。 

去年の北海道大会は他にイベントが入ってしまい参加できませ

んでした。 
会場内の様子 

大阪大会はコロナ後初の大型集合型で、久しぶりに仲間やみんな

にあい元気にしておられました。 

1200 人越えの参加者で、しせつかいたい（「入所施設をなくそ

う！」）の強いメッセージや思いを感じました。 

今年のピープル大阪大会では、初めて滋賀県代表でプラカードを

開会式で持たせていただきました。                                  プラカードを持って入場！ 

職員リレートーク 
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来年の大会は奈良であり、来年も参加できるようにしたいです。 

さらに11月3日に滋賀県ピープルファーストあつまろう会で仲間とさつまいもデザートを作って

みんなで食べて楽しむ企画をしました。 

体調を崩して参加できなかった方もいましたが、とても美味しく作れて楽しむことができました。 

来年は、みんなでいろんな企画を考えていき参加者も増えていけたらいいなと思います。 

 

「子どもまんなか企画2023」を終えて 

五十嵐 美里（いがらし みさと）  

昨年からだんないのイベント企画が次々に再開しそれに関わらせてもらうことが増えました。 

そして今年は、地域の子どもさんと交流を図り、ここでしか味わえない 5 月~10月の一連 イベントを実

施しながら、障害理解を進めようという意味も含めた「子どもまんなか企画 2023」という計画をだんな

い企画部で立てての実施でした。 

5月サツマイモ苗植え、8 月夕涼み会、9 月だんない祭

り、サラダパンカップ、10月サツマイモ掘り、そして

地域活動関係について書いた「だんないかわら版」を発

行しました。絵はがき交換やお茶体験で子どもさん達と

おばあさん達の交流ができたことと、どのイベントも地

域の子どもさん達だけではなくお年寄りの方々や、ご協

力をしてくださった方々、だんないの当事者さん、だん

ないスタッフが "みんながごちゃまぜで" 楽しめたとこ

ろも良かったなと感じました。 

その中でも私個人として嬉しかったことは、だんない祭

りの前日にイベントの告知の町内放送をさせていただい

た後、イベントに来てくださった方々に「昨日聞いたよ」「放送良かったね」などのお声かけをしてもらえ

たことでした。また来年もおもしろいイベント企画ができたらなと思います。関わってくださった皆さ

ん、ありがとうございました！ 
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10月 11日、滋賀県旧優生保護法情報公開請求訴訟控訴審を傍聴し
ました。 

大阪高等裁判所には今回初めて行ったのですが、まず手荷物検査が厳重なことに驚きました。法廷内も広
く、座席とは別に車椅子がそのまま入れるスペースがあり、なんと一番前で美濃部さんと横並びで傍聴する
ことが出来ました。大津地方裁判所で行われていた裁判にも同行し、傍聴していたのですが、その時は美濃
部さんとは別々の席で離れてしまっていたので、「ここは座席固定じゃないから、いいですね」と裁判が始
まる前、お話ししたりしていました。 
正直、裁判中は内容を聴いていても、いつものごとく全然分かりませんでした。午後から行われた説明会

で今回の裁判について詳しくお話していただき、ようやく「そういうやりとりをされていたのか」と分かり
ました。10月 16日には、優生保護法問題の全面解決をめざす全国連絡会共同代表の利光惠子さんにだんな
い職員研修をしていただきました。強制不妊手術、法の範囲を超えた措置、優生手術申請書に記載された申
請理由。こうした実態について裁判や研修を通じて知る度に、だんないに来る以前は「良くない考えだ」と
ぼんやり認識していた優生思想の恐ろしさを感じます。              ≪だんない社会部≫ 

 
 

 

 

7月１日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 

2日 職員研修「地域で支えあう交通システムをどう作るか」 

5日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 iｎさざなみタウン 

6日 国体彦根会場UD会議 

7日 バリアフリーに向けた現地視察会 ㏌ ＨＡＴＯスタジアム 
七夕企画 「七夕☆願いを叶える日」 

１0日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学卒運営会議 iｎさざなみタウン 

１2日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会会議 人材プロジェクト 

１3日 長浜市健康推進委員 ボッチャ研修 ㏌伊香ツインアリーナ 

１4日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 社会資源マップ作成プロジェクト 
長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班  

１5日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 
みんなスナック 

16日 「これからの学校と社会を変えていく」 シンポジウム 

17日 だんないBBQ 
元気マンサロン 

18日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班 iｎあそしあ 

19日 企画会議  
啓発活動（黒壁調査） 

20日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護医療ケア検討班 iｎ神照まちづくりセンター 

21日 住居介護連絡会 
生き生きサロン 

23日 ネイルサロン 

24日 ピアピア 

活動報告 

あくてぃ部 

インフォメーション 
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25日  関西万博２０２５の開催を機に、大阪まるごとバリアフリーを実施しよう！学習会 

26日 米原権利会議 iｎゆめホール 

27日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班  

30日 電動車椅子サッカー リュートスター練習会 

8月2日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班 iｎさざなみタウン 

3日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 あるべき姿検討班 

4日 だんない夕涼み会 

5日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 

9日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会会議 人材プロジェクト 

10日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 ライフステージ専門性部会  
企画会議 

12日 千田納涼祭 

16日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会 ㏌さざなみタウン 
GH評価会議 

１７日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護医療ケア検討班 iｎ神照まちづくりセンター 

１８日 生き生きサロン 
施設連絡会 

１９日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 
バクバクの会講演会 ㏌滋賀 ピアザ近江 

みんなスナック 
２０日 「ともに学ぶ居場所をめざして」学習会 

２１日 元気マンサロン 

２２日 企画会議 

２３日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班 iｎさざなみタウン 

２４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班 iｎさざなみタウン 
米原障がい計画 ㏌米原市役所 

２５日 ピープル企画 木之本縁日・花火 

２７日 ネイルサロン 

２８日 長浜市成年後見ネットワーク会議 ㏌まちづくりセンター 

29日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 社会資源コア会議 ㏌えがお 

9月2日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 
福祉とデザイン研究会 

6日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 iｎさざなみタウン 

７日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 虐待防止研修 
企画会議 

8日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 社会資源マップ作成プロジェクト 

9日 「共生社会サポーター」制度についての滋賀県との協議 
滋賀県社会福祉審議会 傍聴 

10日 電動車椅子サッカー リュートスター練習会 

11日 ピアピア 
第二回 滋賀県障害者施策推進協議会会議 

12日 ネイルサロン 

13日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会会議 人材プロジェクト 
だんマル会議 

14日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 生活の充実部会 

15日 法人代表者連絡会 
生き生きサロン 
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16日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 
みんなスナック 

17日 だんない祭り 

18日 元気マンサロン 

21日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 社会資源部会 

22日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 学齢期班  
長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域移行推進班 ㏌タウンホーム 

24日 サラダパンカップ2023 

25日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 全体会・映画『道草』上映会 

27日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班 iｎさざなみタウン 

28日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班 iｎさざなみタウン 
長浜市地域福祉活動計画推進委員会 

10月２～
3日 

ひだまり重度訪問介護従事者研修 

4日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議  

5日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 あるべき姿検討班 

7日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 

10日 長浜身体障害者福祉協会懇談会 
企画会議 

11日 滋賀県旧優生保護法情報公開請求訴訟控訴審傍聴 

12日 米原市障害者計画等審議会 

13日 第28回ピープルファースト大会 ㏌大阪 

14日 長浜きもの大園遊会 

15日 ネイルサロン 
千田子ども会さんとのさつまいも掘り 

16日 職員研修「優生思想と現代」 

17日 だんマル会議 
啓発活動（黒壁スクエア） 

18日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会運営委員会 

19日 北郷里小学校講演 

２０日 放デイ・児童発達支援連絡会 
生き生きサロン 

21日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 地域生活塾 
みんなスナック 

木之本福祉懇親会 
ふらっとステッカー 

22日 優生保護法による被害者とともに歩む大学習会 ㏌京都 

23日 元気マンサロン 

24日 長浜小学校講演 

25日 長浜北小学校講演会 
長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進班 

26日 長浜市地域福祉活動計画推進委員会 
長浜米原しょうがい者自立支援協議会 権利擁護虐待防止班 

見守り支援検討会 
２７日 千田自治会の防災研修会 

30日 ピアピア 
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！ だんないブログ。 
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挿絵・題字 五十嵐 美里（いがらし みさと）

NPO 法人CIL だんない 〒529-0423 

代表 美濃部裕道 副代表 中川佑希  滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

理事 谷口健人、前田貴行、横山卓馬  TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

URL：cil-dannai.jp FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

E-mail： info@cil-dannai.jp 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 00940-2-209115  

加入者名    ：NPO 法人CILだんない 

編集後記 
つい最近まで汗ばむ陽気の日もありましたが、一気に肌寒くなりました。

皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。 

今回の「だんないの道」は、寄稿や、新たに“あくてぃ部インフォメーショ

ン”という、だんないでそれぞれ役割を担
にな

っている各部からの活動報告のコ

ーナーを設け、より幅広いテーマで私たちの活動をお伝えする“熱い”内容

になったのではないかと思います。 

今年もいよいよあと１ヶ月と少しを残すのみとなりました。時の移り変わり

の早さを感じるのは歳のせいと言われていますが…  でも、だんないはま

だまだ“１３歳”、新しい年に向けてエンジン全開で活動して参ります。これか

らも温かく見守っていただければ幸いです。 

今号もお読みいただき、ありがとうございました。 

（編集部） 


